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１ 研修先及び実習期間 

留学先：セントラル・ミズーリ州立大学 

留学期間：平成 31年 8月２３日（金）～平成 31年 12月 12日（木） 

                  ※帰国は 12月 13日（金） 

 

２ 研修先概要 

(1)大学について 

セントラル・ミズーリ州立大学は 1871年に創設され、５つの学部と１つの大学院を擁す

る州立の総合大学である。場所はカンザス・シティから東に約 80キロのウォレンズバーグ

市にあり、学生数は 13,000名で、ミズーリ州以外からも全米 43州、世界 57カ国から 2,000

名以上の留学生が在籍している。広大なキャンパスにはスポーツジムやコンサートホール、

映画館などさまざまな施設がある。「ムービーナイト」という映画の無料上映、音楽や演劇

を学ぶ学生たちが行なう公演も観覧出来た。近くにアメリカ航空基地があることから、航

空学が有名でパイロットを目指す学生が集まっている。 

 

(2)大学で行われている教育について 

アメリカに到着してすぐにクラス分けのためのテストが行われる。その結果によって３

つのクラスに分けられ、Listening, Writing, Grammar, Reading の能力向上を目的とした 

授業が行われた。授業は韓国やサウジアラビア、パキスタンなどから来た留学生と共に授

業を受け、 異文化交流を行うことができる。授業の一環として発音の改善をするために 

Pronunciation Practice が行われた。また、アメリカ文化に関しては火曜日と木曜日、日

米関係や歴史を学ぶための授業が金曜日に行われた。 

 

３ 研修目的 

今回の留学の目的は、英語力の向上、特に Listening や Speaking を鍛えるため、また、

アメリカという異文化の人々がたくさん集う環境に身を置くことで、異文化に対する偏見

などをなくし、自分の人間性を高めることである。 

 英語力の向上に関していうと、日本では、英語を喋る・聞くという機会があまりにもな

く、自分自身それらの能力に関しては伸び悩んでいた。そこで、英語しかない環境に行き、

たくさんの人とコミュニケーションをとることで徐々にですが自分の気持ちを伝えられる

ようになり、どちらの能力も以前より向上した、 

 異文化の人とのふれあいに関しては、授業内でペアやグループになって話すというのは

もちろんのこと、様々なイベントに参加するときにも話したりして、仲良くなれた。日本

のアニメは向こうでも人気なので、話のきっかけにもなった。 
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４ 研修内容 

以下から研修の内容を記述する。 

研修期間中に行った活動の詳細は付録に記載する。 

４‐１ 研修のスケジュール 

研修期間中のスケジュールは以下のとおりである。 

月 火 水 木 金 

Reading Communication 

Skill 

Reading  Communication 

Skill 

TOEIC 

Writing Grammar Writing Grammar History or US 

Relations 

Pronunciation Communication 

Skill Lab 

Pronunciation American 

Culture 

 

Reading Lab American 

Culture 

Writing Lab Grammar Lab  

 

月 日（曜日） 予定 

 

 

８ 

２２（木） 前泊 

２３（金） 出国＆到着、オリエンテーション 

２４（土） オリエンテーション 

２５（日） オリエンテーション 

２６（月） 授業開始 

 

９ 

５（土） アメフト観戦 

１３（金） メジャーリーグ観戦 

２９（木） Main Eventにてボーリングなど 

 

１０ 

１２（土） Homecoming Parade 

１７（木） 近くの教会でパーティ 

１８（金） Kansas city でショッピング 

３１（木） Halloween party 

 

１１ 

１９（火） スマッシュブラザーズ大会 

２１（木） 映画館にて映画鑑賞 

２３（土）

～ １（日） 

Thanksgiving Day 

１２  ６（金） TOEIC、Kansas cityのミュージアム 

１１（水） Award Ceremony 
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１２ １２（木） 出国 

 １３（金） 日本到着 

 

 

 

４‐２ 研修の詳細 

スケジュールに記載してある各項目の内容は以下のとおりである。 

i)Reading クラス 

用意された記事や本を読んで、その内容に関する問題をクラスメートと話し合って解答を

確認した。本の構成を書き出してクラスメートの前で発表する宿題や、文章の要約などの

宿題が出された。 

 

ii)Writing クラス 

授業内では、正しい APAスタイルのエッセイの書き方を学び、自分で決めたテーマについ

て前期と後期で１つずつ書いた。また、制限時間内に決められた話題についてエッセイを

書いた。 

 

iii)Pronunciation クラス 

ここでは、4～5 人を 1組としていくつかのグループに分けられ、それぞれのグループにセ 

ントラル・ミズーリ大学の生徒が 1 人付き発音の改善を会話の中で行う。会話の内容は、

自分に関することや日常生活のこと、イベントに関することなど様々なテーマが出された。 

 

iv)Grammar クラス  

これまで日本で勉強していたことの再確認をしているような内容だった。もちろん英語で

説明されるので、日本語とは違う方向での刺激を受けて知識を深めることができた。 

 

v)Communication skill 

プレゼンテーションやリスニングをする中で英語力の向上をはかる。主に行うのはプレゼ

ンテーションだったため、聞き手に伝わりやすい単語や話すスピード、ボディランゲージ

を使う重要性についても学べた。ペアでの発表もあったため、日本人以外の時には英語で

相手と連絡を取り、相手との意思疎通がとても大切だった。 

 

vi)American cultureクラス 

この授業では、先生の話を聞いたり、映像を見たり、パーティをしたりしてアメリカの文

化について学んだ。 
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vii)TOEIC クラス 

この授業では、TOEICの試験のための勉強や、リスニングとリーディングの各問題を解く

ときのコツを学んだ。 

 

viii)American History クラス 

この授業では、アメリカがどのような歴史をたどってきたのかについて学んだ。 

 

ix)US Relations 

この授業でもアメリカの歴史について触れたり、日米の関係について学んだりした。また、

アメリカの祝日の起源についても学んだ。 

 

 

 

５ 当初目的・目標への達成度 

今回の研修の目的の達成度について、それぞれまとめる。 

 

i)TOEIC のスコアを確実に上げること 

アメリカ留学に行く前の TOIEC のスコアは７３０点であり、点数が伸び悩んでいたが、今

回の留学を体験して、リーディングとリスニングの能力が以前より格段に成長した。その

おかげで、TOEIC本番前の練習問題で８４０点取ることができたので、この目標は達成し

たと考える。 

 

ii)英語力の向上 

 留学前に比べ、リスニングの能力の向上は実感することができた。しかし、スピーキング

は行く前よりかは良くなったが、まだまだ改善の必要がある。その他の分野も知識が足り

ていないので、大学での授業や自主学習を通して、スピーキング能力の向上や様々な知識

を取り入れていきたいと思う。 

 

iii)異文化を理解すること 

異文化に関しては、海外からの留学生とコミュニケーションを取ることや、その国のご飯

を食べるイベントがあったりして、以前よりは理解を深めることができたと思う。様々な

人と関わることで、異文化を受け入れるハードルが以前よりもかなり低くなったと思う。 

 

 

 



7 

 

６ 反省・課題 

４ヶ月という短い研修であったが、非常に多くのことを学ぶことができ、めったにする

ことのできない貴重な体験をすることができた。アメリカ留学に行ったことで、英語力を

向上させることができただけでなく、何事にも挑戦することが大事ということが学べた。

しかし、英語に関してもそうだが、私には足りないところがたくさんあるため、これから

の大学生活の中で改善していきたいと思う。 

 

謝辞 

今回、セントラル・ミズーリ大学にて懇切対寧な指導をしてくださり、困ったときは優

しく手助けをしてくださった Jill Thomasさん、Valerie Hemingさん、Amber Scrogg さ

ん、Miryan Andakuさん、その他大勢の関係者の皆様に深く感謝申し上げます。また、こ

の度アメリカの留学をするにあたり、手配などの準備をしてくださった新潟国際情報大学

の先生方、学務課の職員の方々にとても感謝しています。最後に、新潟国際情報大学から

いただきました奨学金により、本セミナー参加が実現し、有意義な体験ができたことを、

心から感謝し、学費を払ってもらった両親にも感謝しています。 

 

 

 

 

 

 

付録：研修日誌 

 

９月５日 

アメリカンフットボール観戦 

ルールが分からないうちはつまらないですが、だんだんわかってくると見ごたえがあって

とても楽しかったですし、大学のチームが全試合で勝っていたので見ていて爽快でした。 
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９月１３日 

メジャーリーグベースボールの観戦 

小さいころからの夢であったメジャーリーグの観戦をできたので、とても楽しかったです。

試合内容的には盛り上がりに欠けましたが、いい体験ができたなと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１月２３日～１２月１日 

Thanksgiving Day 

ニューヨークに行き、買い物に行ってきた。人生のうちに一回は行きたかった場所の 1 つ

だったので、タイムズスクエアに行ったときは感動した。友人が CD の押し売りにあいか

けるなど、日本にはない光景がたくさんあった。ショッピングはとても充実しており、欲

しいものをたくさん買うことができた。また、自由の女神やブルックリン橋といった観光

名所も回ることができたので非常に楽しむことができました。 

 


